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処 分 通 知 書

弁 護 士 後 藤 好 成 殿

ｒ；ｉ

平成２５年５月１０日

宮 崎 地 方 検 察 ？
検 察 官 検 事 溝 ロ

貴殿から平成２４年１１月２６日付けで告

おり，処分したので通知します。

記
１

２

３

４

５

被
罪

疑 者
名

事 件 番 号
処分ｌｆ` ．月日

処 分 区 分

訴
囲 のあった次の被疑事件は，下記のと

● ・ ｌ ｉ 。
東国原英夫，商島俊一，岩下忠

家畜伝染病予防法違反

（告発事実のうち，同法第３２条違反に関する事実のみ）

平成２５年検第ほ）００７，１００００８，１００００９号

平 成 ２ ５ 年 ５ 月 １ ０ ｀ 日 ご

起 訴 ＥＩＥ：：：ｊ［泗
検 察 庁
家庭裁判所

中 止
へ 移 送

へ 送 致

（注意）１事例１４応じ，峡当文字を○で囲むこと。

２告訴（発）人に郵送して交付するときは。必要に応じ配迪証明郵便によること。

２１翫１名押印の上，。通知すること。
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検察官による不起訴処分説明の御報告

２０１３年５月２０
弁 護 士 後 藤 好

宮崎地検の方から本年５月１０日付で、３２条違反に対する不起訴処分の通知が

なされたのにつづき、本年５月１５ロ付で残りの告訴事実である１６条違反の２件
の事案（①忠富士号のロ時疫感染にも拘らず「司一施設内の他の５頭の殺処分をしな

かった事案及び②県保有の４９頭の種雄牛の殺処分を患畜発生後２週間近くも怠

っていた事実）についてはいずれも不起訴処分とする旨の通知がなされました。（同

通知書についてはＦＡＸ済）。

そこで本日、この１６条違反の２件についてこれをいずれも不起訴処分となした
ことについての説明を宮崎地検の溝口三席検事から受けてきましたので以下その

内容を御報告いたします。

不起訴処分についての検察官の説明
１、第２事実（５頭の殺処分回避）について

本事案は法１６条違反にあたらないと判断されることから「嫌疑なし」という
ことで不起訴処分とした。

１６条違反にあたらないと判断したのは発症したとされる忠富士は「疑似患

畜」までは確認されているが同牛は最終的にロ時疫の患畜とまでは確定されたわ
けではないからである。
ロ蹄疫に関する家伝法防疫指針（９ページ）によると、殺処分の対象患畜は「患

畜と同じ農場において飼養されて１いる偶蹄類の家畜の全部」とされている。つま

り、同防疫指針で殺処分が求められているのは「’恵査と同じ農場での飼養牛」で

ありＦ疑似患畜と同一農場の牛ではない」。
忠富士はＰＣＲ検査でｌｉ馴生になっているが、この検査で確認できるの四嘸奪炎

？
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畜ということで岩諺当該牛が患畜と確認するには更にエライザ検査で確定する
必要があるが忠富士にはそこまでの検査はされていないため患畜であることの

最終確認はされていない。

なお、忠富士にエライザ検査をして患畜；卜否かの最終確認までなぜしなかった
かについては今は答えられないが、この点の回答については検討したい。
２、第３事実（４９頭の殺処分延期問題）について

本事実についても嫌疑なしという判断で不起訴処分とした。

本件は平成２２年５月１４日同一施設内に患畜が発生して４９頭が５月３１
日に殺処分されるまでに１７日間を要しているがそのことをもって直ちに殺処

分しなかったとはいえない。

殺処分の実施においては豚その他の家畜において、どの家畜をどの順番で殺処

分するかは行攻の裁量が認められ、大量の殺処分の手統があるなかで本件牛（４
９頭）の殺処分までに１７日間を要したとしても、これをもって法１６条に定め

る直ちに殺処分義務に反することにはならない。

ｌ（ｌ［］３／００３
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